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皆さまには、日頃より簡易保険そして郵便局をご利用頂き、誠にありがと

うございます。

昨年4月1日、国営の新たな公社として「日本郵政公社」が発足し、大きな

改革の1年が経過しました。

この間の簡易保険の様々な取組やトピックス、経営状況などをできるだけ

分かりやすくご紹介し、皆さまのご理解を頂くために、このディスクロー

ジャー誌「簡易保険2004」を作成しました。インターネットのホームページ

などと合わせてご活用頂きまして、公社に対する皆さまの信頼を一層深めて

頂きますことに役立てば何より幸いです。

郵政公社・簡易保険この1年を振り返って
郵政公社では発足に当たり、経営理念と3つの経営ビジョン（①「真っ向

サービスの徹底」、②「健全な経営基盤の確立」、③「明るい将来展望を持て

る働きがいのある公社の創造」）を掲げるとともに、この経営ビジョンの実現

と中期経営目標の達成に向け、当初2年間の具体的な行動計画であるアク

ションプランを策定し、経営改革を推進してきました。

簡易保険においても、このアクションプランにより、基礎的生活保障サー

ビスのベストサービスを目指し、常にお客さまに最も信頼され、ファースト

クラスのご満足をいただける簡易保険であり続けるべく、終身保険の新商

品「ながいきくん（ばらんす型）」の発売など「サービス品質の向上、お客さま

ニーズへの対応」や、簡易保険事務センターにおけるＪＰＳ（Japan Post

System：「トヨタ生産方式」を応用した日本郵政公社の業務改善手法）の取

組など「効率化の推進、生産性の向上」、リスク管理体制の構築など「経営管

理の高度化」に取り組んでまいりました。

平成15年度決算
平成15年度は、明るさの兆しが見えたとは言え、なお厳しい経済情勢、やや

上向きではあるものの予断を許さない低金利の状況、少子高齢化の中での

生命保険マーケットの変化、あるいは家計のリストラなど、簡易保険を取り

巻く経営環境には依然厳しいものがありました。

こうした中、簡易保険の平成15年度決算につきましては、低金利の継続や

新契約の大幅な落ち込み、保有契約の減少があったものの、事務効率化に

よる経費削減に努めたこと、株式市場が堅調であったこと等により、ご契約

者への配当準備金に1,657億円を繰り入れるとともに、内部留保に41億円

を積み増すことができました。これも皆さまのご愛顧、経営改革の推進など

によるものと考えています。

メッセージ



平成16年度における主な取組
平成16年度は、このアクションプランの仕上げの年として、引き続き基

礎的生活保障のベストサービスを目指し、お客さまサービスの向上やCSの

推進、業務品質の向上、お客さま相談体制の強化など「真っ向サービス」の

提供に取り組むとともに、コンサルティングセールスの推進など営業力の

パワーアップや生産性の一層の向上、収益構造の改善などを図り、健全な

経営基盤の確立に努めていきます。

なお、公社2年目に当たり、簡易保険事業は、郵便貯金事業と一緒になっ

て「金融総本部」という体制をスタートさせ、全国の郵便局において郵便貯

金、簡易保険のサービスをシームレスに提供し、ご家庭の金融に関わること

を気軽にご相談頂ける「ファミリーバンク」を目指して取り組みを始めた

ところです。

終わりに
今後とも、「簡易保険」にお寄せ頂いている厚い信頼に応え、簡易保険、郵

便局がより一層お客さまに愛され、親しまれ、ご利用頂けますよう、お客

さま第一の「真っ向サービス」の提供に役職員一同努めてまいりますので、

一層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

平成16年9月

日本郵政公社
金融総本部
簡易保険事業本部長　

伊藤　高夫
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